























① 男　子 ② 女　子
国　籍　等 人　員 国　籍　等 人　員
総 数 549 （100.0） 総 数 122 （100.0）
中 国 184 （33.5） 中 国 49 （40.2）
ブ ラ ジ ル 68 （12.4） 韓 国・ 朝 鮮 16 （13.1）
ベ ト ナ ム 49 （8.9） フィリピン 14 （11.5）
イ ラ ン 40 （7.3） ベ ト ナ ム 12 （9.8）
韓 国・朝 鮮 33 （6.0） タ イ 7 （5.7）
ペ ル ー 24 （4.4） 米 国 4 （3.3）
ナイジェリア 16 （2.9） メ キ シ コ 4 （3.3）
フィリピン 15 （2.7） 英 国 3 （2.5）
そ の 他 120 （21.9） そ の 他 13 （10.7）





























































































額は，12億 3,300万円であり，24（2012）年度の 15億 900万円および平成 23（2012）年度の 20億 6,500





























































































































の外国人女子受刑者（F指標被収容者：処遇分類級 FW）が収容されており，2014年 6月 6日現在，
















































 1 中長期在留者172万2,710人と特別永住者数36万3,893人の合計（永住者31.9％ ,特別永住者17.4％，留学9.4％，
定住者 7.6％，日本人の配偶者等 7.1％，家族滞在 5.9％，技能実習 2号ロ 4.2％，人文知識・国際業務 3.6％，
技能実習 1号ロ 3.2％，技術 2.2％，その他 7.3％）2014年 6月末現在における在留外国人数について（確定値）
法務省）
 2 平成 25（2013）年 4月 1日現在，刑事施設は，本所が 77庁（刑務所 62庁（社会復帰促進センター 4庁を含
む。），少年刑務所 7庁，拘置所 8 庁），支所が 111庁（刑務支所 8 庁，拘置支所 103庁）に上り，平成 24年






送 257（20か国），受入移送 6人（アメリカ 4人，韓国 2人）
 4 専門研修課程専攻科第 634回（被収容者処遇国際化対策）研修（2013年 7月 30日 法務省矯正研修所）にて，
筆者が講義した「多文化社会と専門分野別日本語教育」の中で行った課題シートから抜粋
 5 例えば，府中刑務所の刑務作業には，自営（炊事，洗濯，営繕など），木工（収納家具等の製作，小物製品製
作），印刷（各種帳票類印刷，名刺・挨拶状等印刷など），洋裁（子供服・婦人服・布バック等縫製），金属（金
属部品加工・組立，車検整備，板金塗装など），革工（革小物制作），玩具組立，職業訓練（情報処理科，木
工科，自動車整備科（2級・3級）などが用意されている。
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